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１．はじめに

　沿道囲み型住宅とは街区の内側に一体の中庭を

内包する集合住宅であり、道路沿いに街区形状に

倣って一定高さの建築空間を連続配置し、閉鎖型

街区を形成する街区型建築である。我が国では沿

道囲み型住宅の群を市街地規模で実現した例とし

て幕張ベイタウンは数少ない実例として挙げられ

る。集合住宅を地域空間の視点より捉えると、立

体的に積層された生活空間に居住する人単位（意

識・行動）と建築単位（住戸・住棟）と都市単位

（周辺環境）との対応関係による人と人との関係

性や周辺環境との関連性より捉えた分析・考察は

重要であると考えられる。そのため、建築・都市

空間において、そこに住む地域住民と地域団体と

の関係性は、そなまちを行っていく上で必要不可

欠である。

　本研究では、幕張ベイタウンの集住体を対象と

して、集住体を地域における持続的な暮らしの拠

点として捉え、集住体での暮らしの変遷を人と人

の関係性、人と活動の関係性、人と空間の関係性

の視座から整理する。集住体での暮らしと居住者

の生活意識の変容を捉え、併せて、居住環境、周

辺環境、及び地域団体と集住体における暮らしと

の関係性について調査・分析することにより、集

住体における暮らしの変遷に基づく周辺環境と調

和する居住者主体の集住体の持続性に関する基礎

的知見を得ることに繋げることを目的としてい

る。

２．調査・分析概要

２．１．調査対象地域（図１）

　日本における集住体としての先進的モデルであ

る幕張

ベイタウンを調査対象地域とした（図 1）。幕張ベ

イタウンは、東京と千葉の間の東京湾岸埋立地に

（旧）千葉県企業庁が建設した幕張新都心の住宅

地区である。1989 年幕張新都心住宅地基本計画で

住棟を街路沿いに配列した沿道囲み型住宅を提案

され、その後都市デザインガイドラインで設計指

針が定められた。地域内外における商業地、緑地、

水辺、公益施設など多くの要素によって一つの都

市として形成されている。

２．２．調査概要（表１、２、３）

（１）調査期間

　2021 年 7 月、8月（アンケート調査）

（２）調査方法

　居住者アンケート調査では、幕張ベイタウンの

生活商業施設を利用している傾向がみられる。し

かし年代別では、ベイタウン内での生活商業施設

の利用は年代が高くになるにつれて、利用頻度は

多くなる傾向がみられる。これらから、現在の幕

張ベイタウン居住者はベイタウン内の徒歩圏内に

ある生活商業施設の利用はするものの、周辺地域

の生活商業施設の充実から特に若い世代の利用が

少ない傾向になっていると考えられる。

４．まとめ

　本研究で得られた、沿道囲み型住宅の集住体に

おける居住者の生活意識ついての知見を以下に整

理する。

１）比較的竣工当時から住われている人が現在も

定住意識を持ち、竣工から一定の時期が経過して

住われている人は、定住意識は持ちつつも仕事や

子育てといった、周辺環境におけるオフィスや教

育施設との関係性から定住意識が半数ほどに留

り、子供の独立や定年などによって移住を考えて

いる人が多い傾向がみられた。

２）ベイタウン内での生活商業施設の利用は年代

が高くになるにつれて、利用頻度は多くなる傾向

がみられる。

　　

　本研究の成果は居住者の生活意識の変化に着目

することで、集住体での暮らしと居住環境・周辺

環境との関わりを把握することに繋げ、建築・都

市空間と一体となった沿道囲み型住宅の集住体の

計画において基礎的な資料となり得ると考えられ

る。

［注釈］ 

注１）生活意識：定住意識とベイタウン内にある商業施設の利用を、

居住者が集住体での持続可能な暮らしの中で基盤となると捉え、本

稿では「生活意識」と定義する。 

［参考文献］
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の利用実態について居住年数・年代別に把握する

ことで、現在の幕張ベイタウンにおける居住者の

生活意識注1) を分析する。

３.　居住者の定住意識とベイタウン内の生活商

業施設の利用実態

３.１.　居住者の定住意識について（図２・３）

　居住年数別では、比較的居住年数が長い「21〜

30 年」で「これからもずっと住むつもりである」

の項目の割合が高く、定住意識がみられる傾向に

ある。また居住年数が「〜10 年」「11〜20 年」で

は、「より良い物件が見つかるまで住むつもりで

ある」や子供に関係する項目が高い傾向にある。

年代別では、50 歳代以降の比較的高齢な人で「こ

れからもずっと住むつもりである」の割合が高い

傾向にあると共に、20 歳代から 40 歳代では、仕

事関係や子供関係の項

目も高い傾向にある。これらから、現在の幕張ベ

イタウン居住者は比較的竣工当時から住んでいる

人が現在も定住意識を持ち、竣工から一定の時期

が経過

して住んでいる人は、定住意識は持ちつつも仕事

や子育てといった、周辺環境におけるオフィスや

教育施設との関係性から定住意識が半数ほどに留

まっていると考えられる。

３.２　居住者のベイタウン内の生活商業施設の

利用実態について（図４・５）

　居住年数別では、比較的どの居住年数も「月 5

回未満」「月 5〜10 回」の頻度でベイタウン内の

幕張ベイタウン居住者における生活意識について
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居住者に対し、居住者の定住意識・幕張ベイタウ

ン内の生活商業施設の利用実態について調査を

行った。

２．３．分析方法

　本稿では、幕張ベイタウン居住者のアンケート

調査の内、基本情報の「今後どのくらい幕張ベイ

タウンに住む予定か」幕張ベイタウン商店街につ

いての「幕張ベイタウン商店街を利用するか」の

質問事項から、居住者の定住意識と生活商業施設
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居住者に対し、居住者の定住意識・幕張ベイタウ

ン内の生活商業施設の利用実態について調査を

行った。

２．３．分析方法

　本稿では、幕張ベイタウン居住者のアンケート

調査の内、基本情報の「今後どのくらい幕張ベイ

タウンに住む予定か」幕張ベイタウン商店街につ

いての「幕張ベイタウン商店街を利用するか」の

質問事項から、居住者の定住意識と生活商業施設

図２　居住年数別の定住意識

図３　年代別の定住意識

図４　居住年数別の生活商業施設の利用実態

図５　年代別の生活商業施設の利用実態
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